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１．  まえがき 
UWB (Ultra Wide Band) に代表されるように、次世

代のワイヤレス LAN システム用アンテナとして、広帯域
な VSWR 特性を持つアンテナが望まれている[1]．著者
らは、広帯域な VSWR 特性を有するアンテナとして、従
来の１波長方形ループを 2 重に用いた簡単な構成の
プリントアンテナを提案した [2]．本報告では、広帯域
特性を有する 2 重方形ループプリントアンテナの最
適構造を明らかにする． 

2 ．2 重方形ループプリントアンテナの構造  
図 1 に、2 重方形ループプリントアンテナの構

造を示す．図 1 に示すように、本アンテナは、1
波長方形ループアンテナをプリント基板上に 2 重
に構成したものである．各々のループが各々の周
波数で共振するため、パラメータの最適化により
広帯域な VSWR 特性を実現できる．  

3．VSWR 特性の広帯域化  
提案するアンテナの最適構造を明らかにするために、

モーメント法を用いてパラメータスタディを行った． 
図 2 に、d=0.031λo のときの内側のループの 1 辺の

長さ�i と給電線の長さ h を変化させたときの VSWR=2
以下となる比帯域幅 (%)を示す．ここで、外側のループ
の 1 辺の長さ�o=λo/4(λo:外側のループで共振する
波の波長 )としている．図 2 において、帯域幅が最大と
なるのは●印 の近 辺 である ．こ こで 、 h=0.05 λ o 、
�i=0.115λo である．また、給電線の幅 h が 0．05λo
以下、辺の長さ�o が 0.12λo 辺りでは VSWR=2 以下の
帯域幅が 0 となることがわかる． 
次に、h=0.05λo における内側のループの 1 辺の長

さ�i と給電線の幅 d を変化させたときの VSWR=2 以下
となる比帯域幅 (%)を図 3 に示す．図 3 から、帯域幅が
最 大 となるのは■印 の近 辺 であり、 �i=0.105λ o 、
d=0.03λo において、帯域幅が最大値を持つことがわ
かる．また、給電線の幅 d は 0．05λo 以上になると、帯
域幅が一定となり広帯域特性が得られないことがわか
る．最大帯域幅は 4.77GHz(比帯域 78%)である．この
パラメータにおける VSWR 特性を図 4 に示す． 

4．むすび 
広帯域な特性を有する 2 重方形ループプリント

アンテナの最適構造を明らかにした．検討の結果、
比帯域幅 78%の広帯域特性が得られることが明らかと
なった．本アンテナは、UWB のような広帯域な
VSWR 特性を要求するシステムには有効であると
考えられる．  
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図 1  2 重方形ループプリントアンテナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 辺の長さおよび給電線の長さに対する比帯域幅  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 辺の長さおよび給電線の幅に対する比帯域幅  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 4 VSWR 特性  


